










































































第 135 回火山噴火予知連絡会（平成 28 年 6 月 14 日） 

気象研究所・気象庁 

（新潟焼山） 

 

GNSS データのスタッキング解析による地殻変動検出 

 

新潟焼山周辺の GNSS 観測データ（F3 解+R3 解）のスタッキング解析＊を行った。2016 年 2 月

頃からスタッキングデータにわずかな伸び（山体が膨張）が認められた（図２）。また過去に噴火あ

るいは噴煙活動が活発であった1997～1998年や2000年頃のデータにもわずかな変化が認められる

（図４）。 

 

文献 

宮岡・橫田（2012）, 地震,65,1-14. 

宮岡・原田・道家（2014）, 温地研報告, 46, 1-8 

Miyaoka and Takagi (2016), EPS, 68:60 
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GNSS データは国土地理院が公開している F3 解と R3 解を使用させていただいた。 
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図１ 解析領域（上）と用いた基線（右） 

右の図の各基線の番号は、図 2以降のスタッキ

ングに用いた基線の番号を示す。 
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図２ スタッキングデータ 

数字はスタッキングに用いた基線（図１参

照）を示す。2016 年 2月頃（赤矢印）から伸

びの変化が見られている。 

 

 

 

図３ オリジナルデータ 

スタッキングに用いた基線のオリ

ジナルデータ。 

スタッキングデータ 
Stack-1 

Stack-2 

Stack-3 
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図４ 長期間のスタッキングデータ 

 今回（2016 年）のほかに、小規模な水蒸気噴火が

あった 1997年から 1998年にかけてと噴煙活動が活

発化した 2000 年頃にわずかな伸びの変化が見られ

ている。 
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図５ 長期間のオリジナルデータ 

2011 年東北地方太平洋沖地震（もしくはそ

の翌日の長野県・新潟県県境付近の地震）お

よび2014年長野県北部の地震によるコサイス

ミックな変動が見られている。 
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空撮写真から判読した2016年4，5月の新潟焼山の降灰 

 

概 要 

4月15日，5月6日，5月20日に上空から撮影した写真を判読した結果，2016年5月6日まで複数回（少

なくとも7回）の極小規模な噴火が発生していることが明らかとなった．噴火が複数回発生したことは，他

の報告とも整合的である．なお一回の噴火のテフラ量は多くても数十m3以下と極小規模である． 

5月 6日，5月 20日撮影の写真には山頂東側の噴気孔周辺から，これら噴火に関連した水の流出が認めら

れた．また，この水の流出により小規模な土砂の押し出し（ラハール）も確認された．新潟焼山では 1974

年噴火の際に噴火と同時に水があふれてラハールが発生したこと（例えば，茅原ほか，1977）を考慮すると，

今後の活動が活発した際，火口から溢れ出した水によるラハール災害が発生する可能性があるので，防災上

注意が必要である． 

 

本 文 

4月15日，5月6日に新潟県の協力により気象庁が5月20日に新潟県が上空から撮影した写真を判読した

結果，2015年末の降雪後から 2016年 5月までの間において極小規模な火山灰の放出（極小規模な噴火）が

複数回あったことが明らかとなった．また，噴火に伴う極小規模な土砂の押しだし（ラハール）が 5月6日，

5月20日に確認された．新潟焼山は，最近100年間に1949年，1962年，1974年に山麓まで降灰するような

規模の水蒸気噴火を発生している．それ以外にも今回同様の噴気活動の活発化に伴う極小規模な噴火を1963

年7月（諏訪，1963），1983年4月（茅原・周藤，1983），1987年5～6月（気象庁，1987），1997～98年（伊

藤ほか，2000）に発生している．早津（2016）によると，今回の一連の活動の噴気量は，1974年以降，最大

の規模のものである． 

以下，各日撮影の判読結果と解釈をのべる． 

 

1．4月15日撮影の写真の判読結果 

4 月 15 日撮影の写真から山頂東側の噴気孔付近の雪面がわずかに灰色に変色していることが確認できる

（図1，写真1，2）．この変色は，東側噴気孔に向かって濃くなる傾向が認められるため，この噴気孔から火

山灰が放出された，すなわち噴火が発生したと考えられる．変色の濃さや範囲は 5月6日撮影の写真より狭

いため，5 月 6 日に確認された活動より小規模な活動があったと判断される．なお，東側噴気孔周辺の積雪

の認められない裸地は，5月6日の写真と異なりほとんど火山灰で覆われていない（写真3）．そのため，噴

火そのものは撮影日のかなり前，裸地に積もった火山灰が流水等で浸食される程度の時間間隔を置いた時期

に発生したと考えられる． 

東側噴気孔付近を拡大撮影した写真（写真 3，4）には積雪の断面が写っており，その断面には黒色のバ

ンド状の構造が認められる（写真4）．この黒色のバンドは，火山灰を放出している噴気孔の近くであること，

遠方から確認できるほどのはっきりとした層であることなどから，火山灰である可能性が高い．そうである
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と 4月 15日までに複数回噴火が発生していたと考えられる．積雪断面には 5層（写真 4の 1～5）のバンド

が確認でき，積雪面上に別の火山灰層（写真4の6）があることから，4月15日までに6回の噴火活動があ

ったと考えられる．5月 6日に確認された活動とあわせると 7回の噴火があったと結論づけられる．上越タ

ウンジャーナル（2016）に掲載された早津賢二博士のコメントによると，妙高市から 1月下旬，3月15日頃，

3月20日，3月26日，4月中旬，5月1～2日の6回噴火が確認できたとのことである．悪天時には妙高市か

ら噴火が確認できないことを考えると，今回の観察結果とこのコメントには矛盾がない．ただし，積雪断面

には，近隣で火山活動なくても，黒みがかった帯がしばしば認められる．前述のように写真 4に認められる

黒色の帯は火山灰である可能性は高いが，それ以外の要因（裸地からの土埃の堆積，一時的な融雪による汚

れの濃集など）によってつくられた可能性を完全に否定することは映像のみからは難しい．そのため実際に

火山灰かどうかを確定するには，現地調査を行う必要がある． 

 

2．5月6日撮影の写真の判読結果 

2-1．降灰の範囲と小規模な土砂の押し出しの状況 

5月6日の空撮写真，新潟焼山山頂東側の噴気孔周辺の積雪面上に火山灰によるものと解釈される黒灰から

灰色の変色域が認められた（写真5，図2）．変色域は東側噴気孔から離れると色味が薄くなりまだらになる．

東側噴気孔の周囲の地表は黒灰色で細粒の物質（おそらく火山灰）で一面覆われている（写真 6）．そのため

東側噴気孔から火山灰が放出されたと判断される．なお山頂西側にも活発に活動している噴気孔があり，そ

の周囲に硫黄の付着が認められるが，周囲の地表や雪面は灰色に変色しておらず火山灰の放出は認められな

い（写真7）．なお，東側噴気孔の周囲に比較的厚く堆積している火山灰はガリー浸食をうけている（写真 8）．

ガリー浸食は，東側噴気孔がある沢の中や側壁の斜面にも認められるが，沢の外の側の斜面にも存在する．

NHK のニュース映像（NHK（2016）に掲載されている動画）には，東側噴気孔付近に水の流れが認められ

る（写真9の矢印）．この水の流れは融雪や直前の降雨による可能性もあるが，稜線近くであること，5月6

日の時点では噴気孔周辺には残雪が認められないこと，1974年噴火の際に噴火と同時に水があふれてラハー

ルが発生したこと（例えば，茅原ほか，1977）などを考慮すると，今回の極小規模な噴火と関連する水の湧

き出しの可能性が指摘される． 

また，火口から離れた地点には小規模な土砂の押し出しが 2ヶ所観察される（図 2，写真 5，10）．そのう

ち1つ，南側のものは東側噴気孔に続く沢沿いに発生しているため，噴気孔付近に認められる水の湧き出し

と関係する可能性がある．その一方，北側のものは溶岩ドームの急傾斜となった部分から発生しており（写

真 5，10），4月 15日撮影の写真にも認められる（写真 7）．そのため，南側の土砂の押し出しは，雪解けの

時期に急斜面から抜け出た落石や土砂が雪面を流れ下ったものと考えられる． 

2-2．噴火の規模 

降灰により顕著に変色した範囲はおよそ250×400mの範囲である（図2）．色調からその範囲の火山灰の

平均層厚は1 mmに満たないと判断される．仮に平均層厚を0.1～1 mmとするとテフラ量は10～100 m3と見

積もられるため，5月6日確認の噴火は多くても数十m3程度のテフラを放出した極小規模な噴火と判断され

る．なお，5月6日確認の変色域の範囲は，伊藤ほか（2000）に示された1997～98年の小規模な噴火による
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降灰範囲より広いが，著しく大きいとはいえない．そのため両者は同規模の活動と考えられる．なお，火山

灰を放出した噴気孔の位置は，両者ともほぼ同じ場所である． 

2-3．噴火時期 

焼山火山の山頂部には，4月30日において降雪があったことが監視カメラの映像から明らかである．5月6

日に確認された降灰は，雪面上に認められることから，4月30日以降であると考えられる．また，火山灰の

ガリー浸食は東側噴気孔の下流方向にあたらず，かつ残雪がない斜面にも認められる．そのため，少なくと

もその部分のガリー形成は，降雨によるものと考えられる．そのため，噴火は5月6日以前の降雨があった

前に発生したと考えられる．これは，上越タウンジャーナル（2016）に掲載された，早津賢二博士の 5 月 1

～2 日に極小規模な噴火が発生したとのコメントと矛盾しない．そのため 5 月 6 日に確認できた降灰は，5

月1～2日に発生したと考えられる． 

 

3．5月20日撮影の写真の判読結果 

山頂東側の噴気孔付近の雪面や地表は灰色に変色しているが（写真 11），5月 6日時より変色の程度が弱

い（色が薄い）ことから，新たな降灰があったとは考えられない． 

5月 6日に水の流れが確認できた山頂東側の噴気孔付近から，顕著な水の流れが確認できた（写真 11）．

なお，写真から判断するに，流れ出た水は濁っていないようである．この水の流れの下流部には，5月 6日

には存在しなかった新たな土砂の押し出しが確認できた（写真11，12）． 水の流れる沢の周辺には残雪がま

ったく認められないこと，稜線付近から流れ出ていることなどから，この水の流れは，火山活動の活発化に

伴い湧出した水と考えられる．ただし，水温が高いことを推察する証拠（湯気など）は認められない．新潟

焼山では1974年噴火の際に噴火と同時に水があふれてラハールが発生した（例えば，茅原ほか，1977）．そ

のため，今後の活動が活発した際，火口から溢れ出した水によるラハール災害が発生する可能性があり，注

意が必要である． 
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図1 4月15日撮影の写真の判読結果 

基図の地図は国土地理作成の地理院地図を使用． 

 

図2 5月6日撮影の写真の判読結果 

基図の地図は国土地理作成の地理院地図を使用．  
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写真1 4月15日気象庁撮影の焼山山頂部（北側から） 

噴気孔周辺の雪面がわずかに灰色に変色している． 

 

 

写真2 降灰による変色域の拡大（4月15日気象庁撮影） 

特に丸で囲んだ雪面は比較的顕著に変色． 
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写真3 東側噴気孔周辺（4月15日気象庁撮影） 

矢印の雪面は特に黒灰色に変色． 

 

 

写真4 東側噴気孔近くの積雪断面（4月15日気象庁撮影） 
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写真5 降灰による変色域全景（5月6日気象庁撮影） 

 

 

写真6 西側噴気孔（5月6日気象庁撮影） 

中央の噴気孔の周辺が硫黄の付着のため黄色変色している． 
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写真7 NHK(2016)の動画で観察できる東側噴気孔付近の流水（5月6日NHK撮影） 

NHK（2016）掲載の動画よりキャプチャーしたものに加筆．矢印で示した部分に流水が認められる． 

 

 

 

写真8 東側噴気孔周辺（5月6日気象庁撮影） 

火口周辺は厚く火山灰が堆積して黒灰色となっている． 

噴気孔すぐ脇の丸で囲った部分は，黄色く変色している（溶融硫黄の流れ出た跡？）． 
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写真9 東側噴気孔周辺のガリー浸食（5月6日気象庁撮影） 

矢印で示した部分に顕著なガリー浸食が認められる 

 

 

写真10 土砂の流れ出し（写真2の拡大．5月6日気象庁撮影） 

矢印で示した部分が土砂の流れだし．奥側（北側）のものは，噴火には直接関係が無いと考えられる． 
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写真11 5月20日に北東側から望む新潟焼山山頂部（新潟県提供） 

 

 

写真12 5月20日に確認された新たな土砂の押し出し部分の拡大（新潟県提供） 
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